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●本日の司会        （山中 秀一副SAA） 

 

 
 

●開会点鐘         （柴田 康好会長） 

 

●ロータリーソング「我らの生業」斉唱 

 

●本日のお客様 

 

東京小金井 RC 会長 渡邊 嘉二郎様 

東京小金井 RC 幹事 井上 雄一様 
 

米山奨学生 金太月さん 

 

●会務報告         （柴田 康好会長） 

 

 1 月 24 日（木）第 6 回多摩中グ

ループ協議会に私と荒川幹事で出

席をする予定です。内容は 2013-14

年度青少年交換留学生の受け入れ

についてなどです。帰ってきまし

たら、また報告したいと思います。 
 

 

●幹事報告         （荒川 義昭幹事） 

 

 本日、1 月 23 日（水）クラブ会

長・幹事会が開催されました。会

長と私は例会があるので、欠席さ

せていただきましたが、前澤地区

米山増進委員長に出席をしていた

だきました。 
 

●ご案内  （東京小金井ロータリークラブ様） 

 

 
 

本日は当クラブの 50 周年の PR の為に貴重な時間をい

ただきありがとうございます。 

お手元に記念式典のパンフレットをお配りしましたが、

2013 年 4 月 11 日（木）に立川パレスホテルローズルー

ムにて、記念式典を開催する予定でございます。 

 表紙に台湾と日本と韓国の旗が載っております。3.11

の地震の時に、我々はロータリアンとして何かやらなけ

ればと思いながらも右往左往するばかりでございました。

そのような中、早々に我々の姉妹クラブである台湾のク

ラブと、友好クラブである韓国のクラブから多額の義援

金を送っていただきました。それに対する感謝の意をこ

めて 3 つの国旗を載せた次第でございます。 

 「つながりを胸に、あらたな一歩を」というテーマで

50 周年式典を迎えたいと思っております。 

是非皆様に出席していただいて、感動を共有しあいた

いと思いますのでどうぞよろしくお願い致します。 
 

●卓話「私と昭島中央ロータリークラブ」 

米山奨学生 金太月さん 
 

 去年の 4 月に、初めて小島カウ

ンセラーに案内して頂き、皆様に

お会いしました。初めての挨拶だ

ったので、とても緊張していまし

た。頭の中には昭島中央ロータリ

ークラブはどんなクラブだろう、

どんな人たちが集まっているのだ

ろうかなどの疑問でいっぱいでし

た。しかし、皆様の笑顔を見た瞬間、私の疑問や不安は

なかったように、安心することができました。それから、

もう 10 ヶ月が経ちましたが、今は皆様の笑顔に会いたく

て、ここに来ることを楽しみにするようになりました。

私にとって、皆様は日本の家族のような存在です。この

10 ヶ月間は、家族の皆様の御陰でとても充実した留学生

活を送ることができました。 

2012～2013 年度クラブ運営方針 

「楽しもうロータリー・広げよう奉仕の輪」 

 

国際ロータリー第 2750 地区 多摩中グループ 

 
TOKYO AKISHIMA-CHUO ROTARY CLUB. 

2013 年（平成 25年）1月 23 日（水） 

第 1112 回 例会報告 
 



 今日は、この場を借りて皆様に二つの報告がございま

す。一つは、先週の 15 日に修士論文を提出したことをご

報告します。修士論文では、前回の卓話で伝えたように、

横浜の JR石川町駅に位置している横浜山手中華学校の学

校教育について研究をしました。中華学校は在日中国人

が運営する民族学校なので、当然でありながら民族教育

を行うのでしょうとよく思われます。しかし、私の研究

では、実は 1970 年代からの中華学校では子どもに民族教

育を行うと同時に日本社会に適応するために必要な知識

を教えて来たことを明らかにすることができました。そ

れが、1970 年代の中華学校の国語教科書（中国語教科書）

を見ると、日本の富士山や桜などの日本に関する内容が

多く書かれていました。また、子どもたちが大きい声で

「日中両国民は、世代を超えて友好な関係を築いて行こ

う」と話している様子が、教科書に描かれていました。

このように、30 年前の中華学校では、すでに日本社会で

生きることを重視した教育が行われていたのです。私の

修士論文では、中華学校の中国語教科書を分析して、民

族教育が社会の変化に伴いどのように変化して来たかを

考察しました。 

 私が安心して修士論文に専念することができたのは、

皆様からの支援と応援があったからです。例会に参加す

るたびに、優しい笑顔で「頑張ってください」との励ま

しの言葉は私が頑張る動力になりました。皆様から頂い

た恩恵にお答えするにはまだまだ不足ではありますが、

今の私には何ができるかと考えてみました。そこで私は、

学生の第一任務は学業に集中して学術的貢献をすること

だと判断しました。私は良い論文を書いてその成果を残

すことを通して、応援してくださったロータリアンの皆

様への感謝の気持ちを伝えたいと思いました。そのため、

私は修士論文に全力を尽くして来ました。修士論文でと

ても忙しい日々を過ごしましたが、その分とても意味の

ある時間だったと思います。 

 そして、二つ目は今後の予定に関する報告です。皆様

ご存知のように、3 月には学校を卒業します。卒業後は日

本で就職しましたので、4 月からは高島屋で働くことにな

りました。去年の 12 月には上海高島屋もオープンしまし

た。私が、高島屋を希望した理由はその 180 年を超える

伝統と歴史に魅力を感じたからです。日本に留学して、

アルバイトをする中でサービスの大切さを強く感じまし

た。日本では、どこでも心の奥まで暖かくなるサービス

が受けられます。それに、感動した私は長年日本人に愛

されている高島屋で働くことにしました。百貨店は落ち

着いた雰囲気の中で、ゆっくりと買い物の時間を過ごす

ことができます。また、お客様には商品を提供するだけ

ではなく、質の高いサービスを提供して人々のより良い

生活を提案していくような存在だと思います。就職先が

決まった後もいろいろ悩みましたが、今は自分の笑顔と

サービスで世の中を変えて行きたくなりました。現在高

島屋でもグローバル化が益々進んでいるので、将来は国

際的に活躍しながら、世の中により良いサービスを提供

し、笑顔で人々に感動を与えたいと思っております。 

 今日、ロータリアンの皆様にこのような成績を報告す

ることができて、本当に嬉しいと思います。そして、後 2

ヶ月ぐらいで米山奨学生としての期間は修了しますが、

ロータリアンの皆様との縁はこれからもずっと続いてい

くのだと思っております。奨学期間修了後も、ぜひ皆様

が行う活動に参加させて頂きながら、昭島中央ロータリ

ークラブをもっともっと知って行きたいです。去年はく

じら祭りやクリスマスパーティーにも参加させて頂き、

とても良い思い出を作りました。今後も、皆様からの教

えを大切にしながら、優秀な社会人として成長していき

たいです。そして、将来は皆様のように社会に役に立つ

人間になって、より良い世の中を作っていきたいと思っ

ております。 
 

●ニコニコ BOX発表  （小島 弘明親睦委員長） 

 

○東京小金井ロータリークラブ様 

いつも大変お世話になっております。東京小金井ロータ

リークラブです。お陰さまをもちまして、我がクラブは

今年度、創立 50 周年を迎えます。そこで 4 月 11 日（木）

感謝の気持ちを込めて、ささやかな祝宴を開催させて頂

きます。皆様方のご来場を心よりお待ちしております。

どうぞよろしくお願い致します。 
 

○柴田会長 

金太月さん卓話ありがとうございます。 
 

○山中秀一・幸子会員 

1月 30日から夫婦で沖縄に 2月 20日まで長期滞在してき

ます。那覇ロータリークラブにメイキャップしてきます。 
 

・荒川幹事 

金さん本日の卓話よろしくお願い致します。また、小金

井ロータリークラブ渡邊会長、井上幹事ようこそ昭島中

央ロータリークラブへ 
 

・小島会員 

金さん、本日の卓話ありがとうございました。 
 

・蜂巣会員 

金さん、卓話ありがとうございます。日本と中国のため、

将来よろしくお願いします。 
 

●出席報告       （鈴木 栄出席委員長） 
 

会員数  46 名 出席義務会員  44 名 
 

本日の出席 23 名（メイクによる出席者数を除く） 

 

●委員会報告 

 

★平畑 秀東会長エレクト 

次年度のガバナー公式訪問につ

いてですが、例年ですと昼間に昭

島クラブと当クラブで交互にホス

トを務めてやっております。昼間

ですと、当クラブはどうしても出

席が良くないのでこういう状態で

合同例会やガバナー訪問は受け入

れられないという話を地区にしま

した。地区もそのような趣旨であれば、夜間例会の方向

で考えるということで、10 月 23 日（水）の予定になりま

した。是非とも全員出席でお願い致します。 
 

●次週例会予定 （工藤 開光プログラム委員長） 

 

1 月 30日（水）卓話 住職 白川 宗昭様 

 

●閉会点鐘         （柴田 康好会長

 


